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あらまし
国文学に関する学術情報データベースの形成，管理，利用について，国文学研究推進
のためのコンピュータ利用の観点からまとめた。国文学データベースの概念と特徴を示
し，その組織化の実際をまとめた。国文学データベースの形成，管理は，国文学研究資
料館の事業と密接な関連を持っているので，本文は国文学研究資料館における国文学研
究推進のための支援システムに焦点を当て述べている。各種国文学データベース，及び
国文学研究のためのコンピュータの利用は，主として以下の4点から述べた。（1）資料
(伝本）の検索，（2）文献（論文等）の検索，（3）主要語彙の検索，（4）定本の作成（校
定本文）へのアプローチ。
なお，本研究は主に文部省科学研究費補助金によっている。
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データベース，国文学データベース，情報検索システム，マルチメディア，光ディスク，
本文データベース，フルテキスト，フルテキストデータベース，目録データベース,CD-
ROM
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1．まえがき
わが国固有の国文学に関する学術情報が，その特質に応じて蓄積されてきて
いる。これは，近年国文学研究者の中でも散在している文献・資料を一元的に
管理し，研究の効率化をはかり，また研究の重複を避けるためにコンピュータ
を活用しようとする動きが高まってきたことによる(1)。
国文学研究を進めるに当って必要とされる学術情報は極めて多様であるが，
利用対象である学術資料は，3種類に大別することができる。即ち，文献資料
(写本，版本等の原本，マイクロフィルム資料等)，古典本文（翻刻，語彙索引
誌,KWICリスト等),及び研究論文（論文，単行本等）である。これらの学術
資料から，研究活動を通じて，大量かつ多様な学術情報が生成されてくる。学
術情報は，研究者個人に強く依存し，所属する形態ではあるが，同様の情報が
各研究者の間で同様の過程を経て，生成されている。これらの情報は，大変貴
重なものであり，可能ならば研究者共通の財産として組織化出来ることが望ま
しい。勿論，研究過程そのものの情報化，システム化が可能であれば，これに
越したことはない。国文学研究を支援するコンピュータは，この様な研究推進
環境で役に立たねばならない。
ところで，一般的に研究過程で生成され，整理される情報は多様な形式，形
態をとり，かつ未組織的である。さらに，紙の上で管理されている。これを共
通の学術情報として組織化するためには，情報の規格化，標準化が不可欠であ
る。このため，情報技術の一つであるデータベース技術を適用することが考え
られる。データベース技術は，情報の形成，管理，及び利用を行う技術である
から，国文学情報を単に形成するばかりでなく，その高次利用をはかることが
可能となる。即ち，多角的な観点から柔軟な活用を計ることが可能となる利点
がある。
情報の組織化に当って，国文学学術情報は後述のようなデータベースの高次
性，即ちマルチメディア情報であることを念頭におかなければならない。デー
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タベースは，適切な情報検索システムにより利用を計ることが必要とされてい
る。しかも，国文学におけるデータベースは，情報の特質に応じて構築されな
ければならないと同時に，その活用に当っては，多様なデータベース間の横断
的利用が実現されなければならない。これは，情報技術にとっても先進的なか
なり難しい課題とされている(2)。
以上のことから，先ず国文学研究を進める上で必要とされる学術情報の形成，
管理，利用についての報報システム，即ちデータベースを中心とするシステム
を構築する必要がある。このトータルな情報システムを，国文学研究支援シス
テムと呼んでいる(3)～(5)｡
この国文学研究支援システムは，次のような要件を持つことが必要である。
第一に，国文学データベースを形成する上での要件として，多様な情報の特
質を正しく把握し，対応するシステムを適切に構成すること，またデータを作
ると↓､う多大な労力を軽減し，作業効率を高めるシステムであることが必要で
ある。さらに，この分野ではとくにデータのオーセンティケーション，即ち高
度に専門的な典拠コントロールが要求され，この作業の省力化は重要である。
第二に，データベース管理上の要件としては，質的に異なるデータベースの
一元的管理法を実現することである。とくに’古い日本語を扱う分野であるた
め，日常的に出現するシステム外字に対する文字管理を効率よく，的確に行う
こと等である。
第三に，データベース利用上の要件としては，多様なデータベースの横断的
利用法の確立，適切な流通システムの構築，及び文学研究におけるコンピュー
タの活用技術の開発等がある。とくに，コンピュータを使って新しい研究を開
発してゆくことも必要である。例えば，定本の作成（校定本文）等が容易に，
あるいは自動的に可能となるような研究支援システムも望まれている。
なお，国文学の研究対象である文献資料（伝本）は,江戸時代末までの写本，
版本での作品点数で約100万点あると言われている。これらは日本国内はもと
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より世界中に散在している。そのため，文献資料を発掘，調査，研究し，収
集，整理，保存し，広く研究者の利用に供することが不可欠である。この事業
は，国文学研究資料館における最も重要な事業と認識されている。
このことを前提として，以下，国文学研究資料館における国文学研究推進の
ための支援システムに焦点を当て述べることとする。
2．国文学データベースの構成
2.1国文学データベースの特徴
表1に，国文学学術情報の特質をまとめる。国文学研究に必要な学術情報を
データベースとして組織化するに当り，表1の特質を考慮する必要がある。こ
こで，高次性は国文学分野で取扱うべき情報の質的な違いを区別する概念をい
う。単に情報形態を区別する概念だけではない。とくに,O次情報と1次情報
項目’
多様性
高次性
多量性
利用性
表1．国文学における学術情報の特質
特質及び例
原文献資料（写本，版本)，校定定本，本文テキスト，各種目録
語彙索引，用語索引，辞書，漢字(JIS外字を含む）
研究論文，分野・動向解説，抄録，キイワード
原稿，メモ，プレプリント，調査カード，分類カード等
文字，数値，画像，音声等の多様な情報形態をとる
0次情報：原文献資料（原本，マイクロ資料）
個人通信，メモ，プレプリント等
1次情報：本文テキスト，研究論文，翻刻，定本等
2次情報：抄録，目録，索引，辞書用語等
（国文学では1次情報としての性格が強い）
3次情報：1次情報，0次情報の総合・濃縮情報等
高次情報：国文学年鑑の研究動向，単行本解説等
これらの情報は単独で利用されるが，総合的な活用が必要
国文学情報は全て蓄積型である
文献資料：100万点
論文：年間約1万点
古典テキスト：100万点×各作品情報量
さらに，画像，音声情報の活用が要求されている
研究者自身が個人の主題に基づき高次利用を図る
(主観的検索手法の概念が必要）
各次情報を横断利用する
パーソナル環境で仕事を進める。即ち，パーソナルデータベース化
が必要である。
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を厳密に区別していること，また高次情報が必要なことが国文学データベース
における主な特徴である。
0次情報は，原本そのものに係わる情報であり，1次情報はその翻刻された
本（校定本等）の本文テキスト情報を対象とする。原本とその定本は異なるも
のであり，かつ同時に活用されなければならない。即ち，情報処理からみれ
ば，画像情報と文字情報をマルチメディア情報として同時にかつ有機的に活用
する必要がある。また，挿絵，花押，蔵書印等の画像は,0次情報である。0
次情報は，原文献資料としてのイメージ情報であり，1次情報は文字情報を原
則とする。
目録情報は，その伝本の書誌や所在を示す2次情報であるが，目録そのもの
を研究対象とする場合も多く，1次情報的に取扱われる場合がある。また，目
録情報には抄録や各種索引を含めることを考盧する。研究論文等の､､わゆる文
献目録も2次情報である。2次情報は，概ね文字情報である。なお，文字情報
を取扱う場合に，書名，著者名等によく出現する古い字にはいわゆるシステム
外字が多い。そのため，文字管理について慎重な取扱いが要求されている。
3次情報及び高次情報は，必ずしも明確な区分を必要としないが，ここでは
取扱いの便宜上次のような区別を行う。3次情報は，特定テーマや分野に関す
る論文解説，あるいは目録の目録等を対象とする。高次情報は，関係する全て
の単行本の総合解説等，より総合的な情報を対象とする。これらの情報は，殆
どの場合文字情報であるが，数値や画像情報あるいは音声情報を高次に活用す
る場合がある。
2.2国文学データベースのシステム要件
国文学研究支援システムは，前述の情報の特質を踏まえて，データベースを
形成し，管理し，かつ利用するという総合的なシステムとして位置づける。そ
のためには，国文学情報の特質とそのシステムの対応関係を整理する必要があ
る。表2，3は，各次情報毎の特質，事例，並びに検討すべきシステム機能等を
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0次情報
1次情報
2次情報
3次情報
及び
高次情報
表2．国文学学術情報のデータスース化と特質
対象範囲（定義）
･直接研究対象となる
素材（文献資料）
･原文献資料，原文書
等
･調査カー ド*’
･研究ノート，メモ等
･古典作品の主題研究，
内容分析等
･語彙索引
･作品鑑賞
･訓古，評論
・0次情報，1次情報
を知り，確定するた
めの参照情報
･いわゆる文献検索等
に活用する
･研究分野，研究状況
を確定する
｡研究の位置づけを行
う
･国文学研究支援シス
テム
’
例
･伝本としての写本，
版本等
･原本
･マイクロフィルム資
料等
･挿絵，花押，影印等
･調査カード，目録カ
ード等
･原文献資料データベ
ース
oフルテキスト
･語彙索引
･KWICリスト等
･用語用字リスト等
･著者典拠，著作典拠
辞書等
･年表
･漢字
･古典籍総合目録
･所蔵マイクロ資料目
録
･所蔵和古書目録
･所蔵逐次刊行物目録
･文献目録
計画中*2
・分野解説，動向解説
・単行本解説
・作品分析等
・引用分析
情報形態
･イメージ情報（モノと
しての情報で画像情報
で表現，主として紙に
書かれた情報）
･場合により，音声情報
を取扱うこともある。
･文字情報（古い日本語
のためシステム外字が
頻出する）
･文字情報（古い日本語
のためシステム外字が
頻出する）
･文字情報
･数値情報
･画像情報
･音声情報
*’調査カードは，国文学研究資料館文献調査のオリジナル書誌カードをいう。
*2計画中とは，研究計画，システム開発をいうが，研究課題でもある。
まとめたものである。
0次情報は，これを直接取扱うシステム，即ちイメージ情報として，入力，
蓄積，表示，処理，伝送を行うシステムが不可欠である。入力は，情報メディ
アに応じて省力的かつ高速に行いうるものでなければならない。また，画像情
報の均質性を保証し，標準的かつ効率的な入力技術の確立が不可欠である。蓄
積は，蓄積媒体としては光ディスク等を用いるが，システムとして高速，かつ
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表3．国文学学術情報のデータベース化とシステム
）次1青卦
1次情報
2次情報
3次情報
及び
高次情報
効果的な蓄積法の
立
遠隔地の利用者が
霞文献資料のコピ
を入手し，
異本の検証，本の
立や花押，印，拝
睡どの国文学研究
弓う
雪子図書館システ
･本文分析
･主題分析
･異本の検証
･語彙索引，研究等
･引用分析
o所望の本を探し，そ
の所在を知る
oその本のコピィを入
手する
。所望の論文を探し，
そのコピィを入手す
る
。目録研究
･研究動向を知り，研
究主題を確定する
。研究主題の分析
･抄録の作成
･キイワードの作成等
泉文献負
一ス（オ
子図書饒
烹沓料研
・テキストデータベー
ス
･語彙索引システム
･本文分析支援研究シ
ステム
･各種典拠辞書システ
ム
･古典籍総合目録デー
タベース
･マイクロ資料目録デ
ータベース
･和古書目録データベ
ース
。逐次刊行物目録デー
タベース
･論文目録データベー
ス
･各種参照辞書データ
ベース
計画中
・自動索引化システム
・知的検索システム
・自動抄録システム
〕－R（
･オンライン処理，検索
･冊子体（索引誌等）
･CD－ROM
･オンライン検索
（所蔵原本データベー
スは，公開サービス中）
･冊子体目録(年度出版）
･CD-ROM(試験版出版）
･オンライン処理
･ワークステーション
・ネットワーク
･マルチメデア処理
大量蓄積が可能でなければならない。さらに，蓄積は高速検索及び高能率流通
等を前提とした方式が必要である。
とくに，遠隔地から直接資料を参照，処理し，また入手するためのシステム
実現には，大量情報の高速伝送技術の開発や，高機能ワークステーションの活
用による高度イメージ処理の実現をはかる必要がある。また，コンピュータに
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あまり馴染みのない国文学研究者が手軽に使える端末機が不可欠である。
1次情報でIエ主として語彙索引システムが必要である。膨大な本文テキス
トを入力し，蓄積し,また利用するための効率的システムが要求される｡-文学
作品の本文テキスト入力では,時代によって異なる古い日本語の読みや分かち
書きの問題がある。膨大な情報の効率的蓄積技術の確立と，語彙の高速サーチ，
検索技術の開発が必要である。また，異本の比較研究のための支援システムの
開発等の多くの課題がある。とくに，研究者自らが望象の本文テキストから語
彙索引を作成するための，操作性に優れかつ簡易な作成ツールが必要とされて
いる。
2次情報では，いわゆる文献検索型のシステムが必要である。論文検索では，
キイワードの選定を含めデータ構造の検討や，主観を含む多様な観点から望承
の資料を得るまでのトータルなシステムが要求される。現在，国文学研究資料
館では目録データベースを中心とするオンライン検索サービスが行われている。
とくに，システム内字化したJIS規格外字の流通の問題や，データベース形成
作業の省力化の問題がある。
3次情報及び高次情報では，本文そのものの高度処理，例えば主題分析や自
然言語理解を含む自動抄録等の高度知識処理システムが望まれている。各種の
文章，文書処理，あるいはイメージ処理を含む。
総じて，国文学研究のための情報システムは，情報の特質に応じて国文学独
自のデータベースを形成し，その多角的利用を目的として構成される。同時に，
各データベース間の横断的利用や検索を可能とし，さらに全国的な流通システ
ムの実現を計らなければならない。
ここで，データベースの横断的利用の典型例を示せば，次のようになるであ
ろう。研究者は，研究主題を3次情報や高次情報により確定し，次いでその主
題の研究背景や成果また資料の有無等を2次情報にて知る。さらに，1次情報
かつ0次情報にて実際に資料を入手し，用意されている各種研究支援システム
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にて研究を進める。
2.3国文学データベースの概念
図1は，データベースを中心とする総合化した国文学研究支援システムの概
念モデルを表す。前述した横断的利用システムは，各利用システムの外側に位
置する。例えば，ものとしての資料から情報が生成され，それを組織化するた
めのシステムが定義されている。このシステムから実際に情報を活用するため
のシステムが開発され，一つの系を形成している。複数の系は，有機的にまた
相補的に関連を持って横断利用されなければならない。即ち，データベースを
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図1．国文学研究支援システムの概念モデル
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表4．国文学研究支援システムのデータベースー覧
形態 I
0次情報
1次情報
2次情報
データペース
原文献資料データベース
日本古典文学作品本文データベース
窪篝緯蕊”
⑤注釈データペース＊
文献資料目録データベース
書籍寶藥言星雲室蕊三三ス
霊話書目謬昌猿二三べｰ ｽ
研究情報目録データベース
宕壽姿襲掌旦譲二三ベース
その他のデータベース
宕雷壽掌雲芸二三会＊
③著者，書名典拠データベース＊
〈注＞＊：計画中または開発中。
なお，高次情報は割愛した。
形成管理するシステムと，利用するためのシステムが必要である。国文学研究
支援システムは，この観点から総合的に構成されるシステムである。
なお，図1は国文学研究資料館における実現または計画中のシステムに限定
している。システム実現に当っては，当初からマルチメディアデータベースを
構成することは困難であるので，個々のデータベースの確実な構成から始めて
いる。次章に，個別システムをまとめる。表4に，個別システムの一覧を示す。
3．国文学研究支援システム
3.1原文献資料データベースシステム
原文献資料データベースシステム（以下，原資料システムという）は,0次
情報である原本のデータベースシステムである（6）(7)。例えば，国文学研究
資料館所蔵の徒然草（約90点),伊勢物語（約140点）等の全異本が作品単位
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に，画像データベース化され，光ディスクに蓄積されている。これは異本の比
較研究等を可能とする。また，井原西鶴（約50作品)，松尾芭蕉（約130点）
等の蓄積された作家に対する全作品から，その作家・作品論を展開することが
可能である。
一方，遠隔地の利用者は，文献資料目録システムから所望の本を知り，この
データベースから直接ファクシミリを通して，本の複製を入手することが出来
る。このシステムを原資料流通システムと呼んでいる。後述の所蔵原本目録デ
ータベースとこのデータベースは，その本の請求番号等によりリンクされてい
る。即ち，オンライン情報検索環境下で，本を探し，請求し，かつ入手するこ
とを可能とする。
原資料流通システムは，5つのザブシステムから構成されている。即ち，原
文献資料入力，蓄積，検索・同定，提示，及び伝送サブシステムである。現在，
画像情報の入力は，原本のマイクロフィルム資料からの紙焼きコピーに前処理
を施し，直接光ディスクに入力，蓄積している。このための標準作業手順を設
定しているが，これは手作業による複雑な工程を必要とする。
そこで，複合画像システムを開発し（富士フィルム社特注品)，ホストコンピ
ュータとチャネル接続した。このシステムは，国文学研究資料館のマイクロフ
ィルム資料が独自の35ミリ無孔ロールフィルムであるため，これから文献資
料を直接かつ自動的に入力し，光ディスクに蓄積するための装置である。将来
的には，検索を行いまた伝送を引き受けるシステムとしての機能拡張が考慮さ
れている。
図2に，原文献資料システムの構成概要を示す。
3.2日本古典文学作品本文データベース
（1）語彙索引システム研究の背景
従来の国文学研究資料館における本文テキストに関する研究は，主として語
彙索引システムである。語彙索引システムは，古典テキスト（本文）中の語に
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図2．原文献資料システム構成の概念
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関する一種のデータペースである。ただし，完全な形式としてデータベース化
を意識して↓､ない(8)。
古典作品は，個々に文体が異なるために，語彙索引の作り方や利用法，ある
いは管理法等の情報ハンドリングが異なる。即ち，データの作りやデータ構造
が異なる。このため，作品毎の全文，各文の全言語単位，あるいは各語の全属
性を検索可能とする定型処理システムを用意する必要がある。索引の形態は，
主にKWICリストである。一部作品について実験を行った。
日本語のフルテキストデータベースを作る場合，その文を分かち書きし，そ
の単位（語）毎に表記，読み，品詞等の属性情報を付加する必要がある。この
とき，分かち書きや属性は研究者によって異なる場合も多く，これに対応する
システムの実現は容易ではない。そのため，原文に忠実に，かつ出来る限り詳
細に分かち書きし，また読承や品詞等の属性情報も付加した，語彙データ作成
実験を行った。国文学学者の評価試験中である。
また，研究者が自ら本文を入力，蓄積し，語の位置や頻度を調べたり,KWIC
リスト等を作成し本文分析を行うための，簡易会話型システムが実験されてい
る。
現在までに，これらの実験において，典型的な作品（万葉集，古今集，新古
今集，保元，平治，永代蔵，太平記等）が試行形成され，試行的に利用されて
いる。
（2）語彙索引システムの要件
一般的に，語彙索引は複数の作品にわたるため，極めて膨大なデータベース
と，多様な支援システムが必要とされている。また，語彙索引システムは，語
彙の切出し方等に研究者の独自性を反映する必要がある。研究者の持つ語彙索
引システムへの期待は以下のようである。
①語彙索引の完全性
語彙索引は，作品の中で完全でなければならない。語の欠落，重複等は，そ
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の索引の信頼性に影響する。しかし，日本語による文は，語等の分かち書きの
無い文からなり，また日本語の特色として複合語を作る造語性等の問題がある。
さらに，研究者によって語の確定に当然差が出てくる。
②ニーズの多様性
語彙索引へのニーズは多様である。例えば，人物索引，地名索引，用例索引
等である。また，同じ体系の異本からの多様な語彙索引も必要となろう。
③自由な活用
研究者の研究目的，方法，対象によって自由な活用が出来ることが必要であ
る。言語単位が固定化して､､たのでは，研究者のニーズに答えられない。異な
った観点からの語彙検索が可能でなければならない。
以上のことから，研究者が要求する語彙索引システムは，単純な作品単位の
単語のデータベースを用意するだけでは駄目である。必要に応じて，同系統の
作品を渡り歩いたり，異本を縦横に駆使したりする語彙索引データベースでな
くてはならない。しかも，一歩進めて本文即ちフルテキストデータベース化を
指向することが必要である。
そこで，データベース化の目標としては，先ず作品単位に語彙索引を作る，
あるいは語彙検索を行うことが出来るデータベースを構築し，次いで多様なニ
ーズに対応可能なフルテキストデータベースを構築するものとする。
（3）本文データベースの目標
以上のような背景から，本文データベースは，次のような点を考慮して作成
している。
①研究者が，自由に語単位を確定出来るような，パーソナルな環境を整備す
る。
②また，同時に自由に利用することが出来る環境を作る。
③校定定本をテキストとして忠実に蓄積する。本が電子ファイルとして提供
される。
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④国文学研究資料館の事業に活用できる。典拠コントロール用の辞書とする。
本文データベース化の具体的な対象作品は，岩波書店刊行旧版日本古典文学
大系とする。これは，約600作品を含む全100巻を全て入力の対象としてい
る。即ち，日本古典文学作品の全体的かつ網羅的な大系のデータベース化を計
り，次いで各個別の作品をより深く堀りさげる計画とする。
（4）本文データベース
日本古典文学作品の網羅的本文データベースは，以下の4種のデータベース
として作成する。個々独立に形成するが，もちろんこれらは相互に密接な関係
がある。
当面，これらのデータベースはホストコンピュータ上のデータベースとする。
ただし，移植容易な構造とすることは大前提である。また，多様な利用システ
ムを考慮する予定である。
①本文データベースの中核
本文データベースの中核をなすデータベースである。原則として，作品単位
でその本文を，フルテキスト（全文）データベース化したものである。蓄積メ
ディアは，当面ホストコンピュータとする。データベース化の詳細仕様につい
ては，割愛するが，別途作成仕様書を定めている(9)。
②書誌データベース
本文データベースの作品としての書誌的情報を，集大成したデータベースで
ある。岩波大系本に基づく。書誌データベースの1レコードには，その作品の
書誌データ，あるいは関連する諸属性データ等を持つ。また，底本（場合によ
っては，校異等）についての情報を持たせる。また，その作品の大系本上の目
次,文の形式構造や，データ構造に関する情報を持つ。従って，書誌データベ
ースは，上記本文データベースの索引用データベース，あるいは参照用データ
ベースである。
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③ユーティリティデータベース
本文データベースを利用するに当っての，校注等の凡例データを持つ。即ち
凡例データベースである。大系本は，作品毎に凡例が異なる場合があるためで
ある。当面，各作品単位にその校注の凡例を，フルテキストの形でデータベー
ス化する。本に準じて，全文の形で蓄積する。即ち，構造化を考慮しない。
また，補注等にある校異等の情報を，取込むか否かについては検討を要す問
題であるが，ここでは割愛する。なお，将来的には本文データベース，システ
ム利用上の補助情報を持つべきと考えられる。
④注釈データベース
現在では，試験的に検討しているデータベースである。頭注，脚注，傍注，
補注，あるいは解説等のデータベース化である。注釈データベースは，最も複
雑であるので，簡単な作品を試験的に作成する実験を進めている。
3.3文献資料目録システム
文献資料目録システムは，原本に関する目録データベースシステムである。
目録データベースとして，古典籍総合目録データベースと所蔵原本目録データ
ベースがある。
（1）古典籍総合目録データベース
古典籍総合目録データベースは，国文学に関するすべての文献資料を対象と
する。当面，国書総目録(10)に未収録の諸本，約30万件程度を蓄積する予
定である。現在約12万件蓄積されている。将来的には統合化された目録の完
成を目指している。
目録は，書誌情報と所在情報とから構成され，どんな本があるか，どこにあ
るかを知る手懸りを与える。利用形態は，オンライン検索及び冊子体目録であ
る｡冊子体目録は，目録版下作成システムにより作成している。なお，データ
を磁気テープにて供給することにより，岩波書店よりCTS出版されている。
オンライン検索サービスは，検討中である。
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古典籍総合目録システムは，オンライン更新，多様な検索や処理を可能とす
るために，柔軟な構造をもつデータベースが必要であり，ここでは，データベ
ース技術のうち，関係モデルであるRDB1(日立製作所製）を用いて構成して
いる。
膨大な古典籍に関する情報を，高品質かつ高能率にデータベース形成する業
務を支援し，かつ利用しやすい情報サービスを提供することを目指している。
常に訂正を行いながら品質を高めるデータベースを維持するためには，データ
ベースを中心としたデータベースシステムとして考える必要がある。
このデータベースは，古典籍の基本的書誌，所在を記録するものであり，基
本ファイルとして4種類のファイルを定義している。
①書誌ファイル
作品の書誌情報を定義するファイルである。書誌情報とは，その対象とする
古典籍の本としての諸情報である。
②著作典拠ファイル
作品の著作という単位（著作レベル）への情報をもち，書誌ファイルとリン
クする。著作情報とは，その古典籍の作品としての位置づけ等を言う。
③著者典拠ファイル
作品の著者に関する情報をもち，対象となる著作典拠ファイルとリンクす
る。
④所蔵者ファイル
作品の所蔵者に関する情報をもつ。
また，三方式のデータ品質コントロールを行う。第一は，図書レベルで書誌
として，登録対象の選定，各項目の登録，及び文献構造の表現に対する標準化
である。第二に，著者レペルでは同名異人，異名同人等の著者典拠コントロー
ルであり，著者との正しいリンクを確立する。第三に，著作レペルで同名異書，
異名同書等の著作典拠コントロールが，著者レベルと同様に必要である。
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（2）所蔵原本目録データベース
所蔵原本目録データペースは，マイクロ資料目録データベースと和古書目録
データベースから成る．。国文学研究資料館で収集し，所蔵しているマイクロフ
ィルム資料と原本に関する目録データベースである。
目録は,書誌情報と所在情報に加えて，閲覧のための各種サービス情報やア
クセス情報等から構成され，探した本を実際に手に入れることを可能としてい
る。即ち，物としての管理も可能としている。マイクロ資料目録データベース
は，約10万件（1989年，毎年約8千件追加)，和古書目録データベースは，
約6千件（1989年，毎年約300件追加）蓄積されている。
文献資料目録データベースの利用過程には，一般的なシステムが用意されて
いる。冊子形態による出版とオンライン検索である。冊子体目録は，累積版と
年度版を独自の版下作成システムにて作成，出版している。また，1987年4月
より，所蔵原本目録データベースのオンライン公開サービスが実施されている。
4．で述べるが，国文学研究は書斎型の研究，即ちパーソナルな環境整備が必
要と言われており，これに対応するため,CD-ROMバージョンを試作してい
る。また，検索システムを独自に開発，実験中である。
なお，目録データベース形成のための目録規則が，永年の経験を踏まえて，
国文学研究資料館独自で定められている。
3.4研究情報システム
研究情報システムは，多様な研究情報のうち逐次刊行物とその論文に関する
目録データベースが中心である。これには，逐次刊行物目録データベースと論
文目録データベースがある。．；＃．
（1）逐次刊行物目録データベース
逐次刊行物目録データベースは，国文学研究資料館で収集している約3千種
(1989年，国文学分野の大半をカバー）の雑誌の目録データベースである。目
録は，書誌情報と所蔵情報とから構成されている。システムは，資料管理シス
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テムとして機能する他，年度毎の冊子体目録を出版している。
（2）論文目録データベース
論文目録データベースは，発表された国文学関係の研究文献の総目録データ
ベースである。国文学研究資料館では，毎年発表論文約1万件を集めた国文学
年鑑を出版している(CTS化されている)。目録は書誌情報を主とする。
国文学におけるデータベースは，蓄積型のデータベースで古い論文を捨てる
ことが出来ない。昭和16年から昭和60年までの発表論文約18万件について
現在整備中である。
また，1990年度からオンライン検索サービスを進める計画が進行中である。
検索機能は，現在サービス中の所蔵原本目録データベースの検索機能とほぼ同
等としている。計画では，国文学年鑑の最新約3年分のデータベースとなる予
定である。
論文目録データの整備作業で最も困難な課題は，オンライン検索システムの
ためのキイワードの索定である。一般的に，国文学論文ではキイワードや抄録
を付与しない。そこで，キイワードの抽出を論文タイトルから行うこととなる。
この場合に問題なのは，論文タイトル自身が概して短く，かつ文学的に表現さ
れていること，研究者が用いる語自体が研究者により異なる意味を持っている
ことである。
即ち，論文タイトルからのキイワードの抽出はあまり役に立たない。また，
一般的に自然科学におけるような客観的な学術用語が確定できないこともある。
そこで，人手つまり専門家による論文の分類や内容，対象作品名，作家名等を
抽出し，これらをキイワードとして作成している6現在，最近10年分（約5
万件）のデータベースが試行サービスされている。
しかし，このような客観的なキイワードでも，前述の理由から第一線の研究
者にとってはあまり役にたたない。ある種の主観的検索技法が必要である。利
用者一人一人が語の意味を学習しながら，自分に合った検索をするようなシス
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テムが望まれる。このような目的のため，語の意味を空間的に表現し，利用者
に合わせてその空間を変えてゆく論文検索システムを試作している（11)。
3.5その他の情報システム
その他多様な情報システムが開発されているが，最後に漢字管理システムに
ついて述べる。古い日本語を取扱うため，システム外字が日常的に出現する。
現在,JIS規格文字を中心とする基本9千字を定めているが，毎年約100文字
強の文字作成（外字登録）を行っている。約2千字のシステム外字を有するに
至っている。当然ながら，登録された文字は国文学研究資料館独自の仕様であ
る。
漢字の字体は，極めて多様であり，その全てにコードを与えシステム内字と
することは不可能である。また，漢字を含んだ情報の流通を考慮すると，漢字
コードの標準化には極めて慎重な対応を要す。このため，国文学研究資料館に
おいては文字選定委員会をおき，漢字管理システム等を駆使し，専門的立場か
らの慎重な文字選定を行ってきている。
漢字管理システムは，文字を適切に管理するために，例えば文字の確認や追
加登録，あるいは二重登録の防止等のために利用される。このシステムも字形
データベースと属性データベースとから構成されている。字形は冊子体印刷を
考慮して1文字につぎ6種用意している。属性データは，漢字コード，音，訓，
義，大漢和辞典や新字源等の検字番号，四角号砺，部首，部画数，総画数，作
成者，作成年月日等から構成している。
4．所蔵原本目録データベースの利用
4.1オンラインサービス
検索システムは,0RION(日立製作所製）を用いている。利用者が，コンピ
ュータに馴染みのない国文学者であるので,ORION標準機能以外に親切な日
本語メッセージ支援等の漢字機能,記述書名から統一書名に変換するユーザシ
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ソーラス機能，あるいはローマ字入力機能等を付加している。
書名及び著者名から本を探す方法を採っており，分類等のキイワードをもっ
ていない。1987年4月から運用を開始している。
4.2CD-ROMバージョン
CD-ROMの大容量性と，パソコンの小廻りのきく利点を結合し，研究者の
多様な研究目的に応じて活用できるパーソナルデータベースの提供を計ってい
る。国文学は，研究者が独自の世界を切り開く学問分野であり，個々に手軽に
かつ縦横に利用できるデータベースは不可欠である。
本研究のねらいを次にまとめる。
①新しい情報メディアへの挑戦，とくに大量情報の蓄積と利用方式の検討。
②目録型データに適したデータ構造（索引を含む）と検索機能の検討。
③国文学の特徴を生かした検索機能の検討。
④パーソナルな環境でのデータベース利用方式の検討◎
所蔵原本目録データベースのうち，マイクロ資料目録データベースをCD-
ROM化することを試ふた。このデータベースは，現在オンラインサービス中
であり，検索機能等の評価が得やすいこと等による。
マイクロ資料目録データベースは，1988年度で約10万件である。これは，
記憶容量としては約100MBのデータ（索引データを含む）である。従って，
蓄積メディアとしても，通常のフロッピィディスク等には収まらない。CD-
ROMが，最も適していると考えられる。しかし，容量的にはまだ400MB強
の余裕があり，今後50年分のマイクロ資料目録を蓄積することが可能である。
本研究の成果として，パソコン上で利用可能な検索システムを試作した。コ
ンピュータ利用に不慣れな利用者を想定した，簡易メニュー方式による検索シ
ステムとやや高度な利用が可能なコマンド方式の2種類を開発した。いづれも，
目下研究者あるいは図書館現場での利用実験を進めている段階である。
主たる特徴としては，国文学に固有な特徴の一つとしてシソーラス機能の実
－21－
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現,JIS外字を使用可能としたこと等がある。
システム実現は，先ず最も普及していると思われるNEC社製パソコンPC-
9801シリーズを対象として開発した。CD-ROMドライバが必要で，これに
は各社製品(NEC,ソニー，日立等）を考慮している。図3,4に，検索システ
ムの初期メニュー画面，検索結果表示画面の一例を示す。
なお，本年度以降古典本文テキストの蓄積等について検討する予定である。
5．あとがき
以上，国文学研究資料館におけるデータベースの形成，管理，利用について，
国文学研究支援システムへのアプローチの観点からまとめた。即ち，国文学分
野のコンピュータ活用状況をその要件と共に網羅的にかつ一覧的に述べた。従
って，一般的な国文学研究についてのコンピュータ利用の状況には深くは触れ
ていない。また，個々のシステムの詳細も割愛している。今後，機会を改めて
報告の予定である。
データベース形成事業は，相当の困難を伴うが，一応軌道に乗ってきたと思
われる。今後の最大の課題はデータベースのより柔軟な活用である。また，パ
ーソナルデータベース環境の整備も不可欠である。
さらに，学術情報システムの一環として，わが国独自のデータベースとして，
国際的にもサービス化を進めて行かなければならない。
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